
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 中津川市立神坂中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月３１日（金）～１１月４日（火） 

 

実 施 概 要 

 

 １０月３１日（金）～１１月４日（火）「文化祭作品展」を開催 
１１月１日（土）「ふるさと神坂総合文化祭」を幼・小及び地域と合同開催 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 レ成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者  ７６ 人 
計 ３３６ 人 

地域関係者  ２６０ 人 

 
実 施 状 況 

○１０月３１日（金）～１１月４日（火） 

  「ふるさと神坂総合文化祭（作品展示の部）」を開催した。 

  ・地域の方々の作品とともに、美術の生徒作品を展示。 

  ・中学生の作品を、保護者・地域住民の方々に鑑賞していただくとともに、

生徒も異世代の方の作品を鑑賞する機会となった。 

○１１月１日（土）「ふるさと神坂総合文化祭（ステージ発表の部）」 

  ・中学校体育館にて、地域ぐるみの「ふるさと神坂総合文化祭」を開催、幼

稚園児から高齢者まで一堂に会し、それぞれお互いにステージでの出し物

を発表、鑑賞しあった。中学校は全校合唱と各学級の演劇を発表した。 

 
成果及び課題 

【成果】 

 本年度は越県合併から１０年目を迎える節目の年である。 

 神坂を一つにという目的で始められた文化祭である。授業時間数の確保など難

しい問題はあるものの、地域＆幼小中がひとつになれる行事として大きな意義を

もつと考える。小規模校の本校にとって、「自己肯定感」を味わう大切な機会で

あるとともに、各世代の生きざまに触れ、地域の一員であることを感じることの

できるよい機会である。 

 

【課題】 

 常に学校は開かれてはいるものの、地域一般の方々に教育週間として授業公開

も含め、日常の学校生活にもっと関心をもっていただくよう働きかけをしたい。 

【地域、保護者の感想】 

○中学生の自画像は、どのように指導なされたのでしょうか？とてもリアルで、

すばらしいと地域の皆さん方もおっしゃっていました。 

○中学生の劇は、各学年とも本当によくやっていた。よくぞ１年生があれだけの

劇ができたと、その成長に驚きました。ありがとうございました。 

 


